
釧路市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・釧路駅前に向かってバス路線が重複しており、重複する区間は輸送量に
対する利用者数をみると余剰がある
・バスの利用は釧路駅前、大型商業施設、医療施設への利用が主体
・郊外部では増便の要望が高い
・バス路線の長大化に伴い運行時間が不正確
・待合環境の整備が不十分
・地域特性に応じた運行形態への見直しが必要

○調査の主な内容
・バス路線網再編計画案、利用促進策の利用意向に対する需要予測
～利用者アンケート調査、市民アンケート調査
・バス路線網再編計画案に対する事業収支予測
～アンケートによる需要予測や将来人口等を加味した収支シミュレーション

○地域公共交通の現況
・ＪＲ根室本線（釧路駅、新富士駅、新大楽毛駅、大楽毛駅、音別駅、尺別駅、
直別駅）、釧網本線（釧路駅、東釧路駅）、花咲線（釧路駅、東釧路駅、武佐駅）

・くしろバス㈱（市内３７路線）、阿寒バス㈱（市内１４路線）
・乗合タクシー（阿寒布伏内）
・運行委託路線（阿寒仁々志別）

釧路市

平成２８年３月に釧路市地域公共交通活性化協議会を設置し、住民・来訪者の移動手段の確保と公共交通の利用促進、既存の交通ネットワークの再編と利便性の向上な
どを図るため、釧路市の公共交通のマスタープランとなる「釧路市地域公共交通網形成計画」を平成２９年６月に策定した。

また釧路市は、人口減少や少子高齢化が急速に進むなか、都市の生活を支える機能を維持できるまちづくりの再編に取り組むため、都市再生特別措置法に基づく「釧路
市立地適正化計画」を平成２９年３月に策定した。

これら計画に基づき、コンパクト・プラス・ネットワークを実現し、まちづくり等の地域戦略を支え、また交通不便地域の公共交通の確保維持改善を図るため、そのアクション
プランとなる「釧路市地域公共交通再編実施計画」策定の基礎資料として「釧路市地域公共交通再編実施計画の策定に関する基礎調査報告書」を平成３０年３月に取りま
とめ、これを土台として「釧路市地域公共交通再編実施計画」の策定をめざす。

概 要

平成２８年３月２２日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況（平成30年度）
７月１０日 第１回協議会を開催
・主な協議事項 再編実施計画策定調査業務について
１２月２６日 第２回協議会を開催
・主な協議事項 再編実施計画の策定に向けたアンケート調査結果について
３月下旬 第３回協議会を開催（予定）

・主な協議事項 再編実施計画（素案）のとりまとめ

音別

阿寒

定時運行委託路線から
予約型乗合タクシーへ変更

路線バスから
予約型乗合タクシーへ変更

交通空白地帯の患者輸送バスを
自家用有償旅客運送（コミバス）
へ変更

釧路駅～乗換拠点間の重複区間
の集約、乗換拠点からの支線化
による収支率向上
～市街地におけるゾーンバス化

釧路■路線再編のイメージ



平成○○年○月○○日設置
釧路市地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

・市内都市拠点を結ぶ公共交通軸の強化と乗換拠点の充実を図り、ニーズに応じた域内交通を確保し、将来に渡って持続可能な公共交通網を形成する

ため、乗換拠点の構築に必要な施設整備の進捗度合を踏まえ、ゾーンバス化を中心としたバス路線網の再編案を策定する。

・交通不便地域における生活交通を確保維持するためのコミュニティバス等の再編案を策定する。

・今年度中に地域公共交通再編事業について検討を行い、協議会や関係者との協議を経て、平成３１年度に再編実施計画を策定する。

・なお、平成３１年度確保維持事業（地域内フィーダー系統）の活用を見込んでいる。

●地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

・バス路線の一部ゾーンバス化に向けた便数、ダイヤ、運賃等の運行計画案や、ゾーンバス化に伴う乗継運賃（割引）を検討し、また阿寒、音別地域等

の交通不便地域における生活交通の運行形態、便数、ダイヤ、運賃等の運行計画案を検討しており、最終的に精査している。

・ゾーンバス化に伴う乗換拠点として設定した大型商業施設のバスの動線、乗場配置計画等を検討した。

・再編計画案に対する利用意向を把握するため、再編対象路線の既存利用者にアンケートを実施し、また利用促進策等に対する利用意向を把握する

ため、無作為抽出した市民にアンケート調査を実施し、さらに本アンケート結果にバス停圏域人口、将来人口予測等を加味した上、需要予測を行って

おり、最終的に精査している。

・再編計画案の運行にかかる費用と、需要予測を基に算出した運賃収入により、再編後の事業収支を予測しており、最終的に精査している。

・上記により再編実施計画素案（たたき台）を作成、今後の協議会の検討を経て素案としてとりまとめる。

●事業の結果概要

計画通り事業は適切に実施された。

●事業実施の適切性

・地域公共交通再編計画の策定及び地域公共交通再編実施事業の実施に当たっては、関係する交通事業者や地域住民の理解
や協力を得ながら連携して取り組んでいくことが必要である。

・調査で得られたデータや結果、方向性を尊重しながらも、関係者との所要な調整を図りつつ、すべての関係者が納得する持続可
能な再編実施計画を策定することが肝要である。

●地方運輸局における二次評価結果


